





On the Folk Songs of Okinoerabu－jima, the Ryukyu Islands, Japan


































南 九 州 地 域 科 学 研 究 所　所 報　第25号（2009）
歌
三味線




20 33 22 30 23 23 22 23 23 21 20 20 20 22 23 22 23 30
⌒どゥ や し ー ー が ー あ お さ り が し ゆ
30
ら き
32 32 33 33 32 33 30 30 32 22 30 23 23 22 23 23 21
20 33 33






ば ー ー ー ひ ち じャ しョ ー ー り あ お ち⌒てィ ⌒ ⌒





ー ⌒みャ ぶ ら
20
23 22 23 23 21 20 20 20 34 34 33 32 32 33 22 30 23 23 22 23 23 21






























20 22 23 22 22 23 30 32 34 33 32 33 30 22 30 30 23 22 21 20 30 30
と







































































33 32 30 30 30 30 30 23 22 21 20 30 30 20 20 22 23 22 22

























34 33 22 30 23 22 30 34 33 22 30 23 22 20 20
⌒てィみ よ か な に ふ り ー よ ー ー
22 3222 30 30 30 30 32 33 30 32 23 30
わ み し う る や り ー や さ⌒てィ





く う ー ら う や に ⌒とゥ じ き




ん そ り う み よ か な ド ン ⌒ドン
23 22 22 20 20 20 22 23 30 30 23 30
30 32 33 32 30 23 22 22 30 32 33 32 30 23 22 22 22 22
さ し く う ら う や に
30 30 22 22 22 22 30 30 32 32 33 32
－42－
南 九 州 地 域 科 学 研 究 所　所 報　第25号（2009）
⌒でィー
30
⌒しャよ ー ー じ き い ら ん し ー⌒とゥ
32 23 30 32 32 33 32 30 32 30 23 22 22 20
が
20
う や ぬ な ぬ か ら だ





じ き な ー ら ー む う み よ か な⌒とゥ
30 30 32 30 23 22 20 20 20 20 20 22 23 30
⌒ドンン


































20 22 21 21 22 10 10 11 20 22 21 21 20 21 21
－44－







ー き み と わ か れ て
30 22 22 21 2121 21 21 21 21 20 20 20 20 21
つ ば ら ゆ
20 21 22 30
ば サけ ー
30 3031 31 31
ま つ やつ や ほー の ゆ ら れ に
31 31 3031 21 3030 33 31 22 22 3130 31 30
な ら ハ リマ ダタ ー ヌ ラみ だ や









































20 20 22 22 30 22 30 30 30 20 20 20 20 20 22 22 22 30






































は⌒ちュ た り ー ー ー う ー り に ー む ら さ
30 30 23 22 20 20 22 22 30 24 22 30 30 23 22 20 20 22 22 30






































































































30 30 22 34 34 33 32 34 33 32
33 20
22 3023 22 2020 20 34 34
な い さー ササ
う ま らー く ササ
30 30 2223 22 3332
⌒しュ
20 22 30 22 30 32 33 34 33 32 33 30
は ー じ ふ き ー やしにま
20 30 32 33 34 33 32 3022302222203022 30 3032
ま う ま く ら スしぶあーぬへは リ ーー



















ま は へ ぬ ー あ ぶ し う ま ー く ら サ サ
32 34 33 32
33 20
22 30 30 30 23 22 22 32 33 20 22 30 22
30
34
32 33 34 33 32 33 30 32 34 33 32 32
33 20
22 30 30 30 23 22 22
34 34 34 34 33 32 34 33 32 32
33 20
22 30 30 23 23 22 22 32 33
⌒
－50－















33 20 20 22 22 30 23 22 22 33 33 30 32 30 23 22 22 20 20 22 22 30 23 22 22 33 33 30 32 30 23 22 22
20
⌒とゥふ ⌒どゥし ゆ ー が ふ ー し ー ー
20 22 22 30 30 30 23 22 22 22 30 32 32 33 33 32 33
⌒でィい
34
に ー ー む あ わ む ⌒てィー き ー サ


























































31 30 22 20 13 20 10 12 20 10 12 20 10 12 20 22 31 33 31 30 22 22
30 30 30 30 22 30 31 31 30 22 20 12 20 10 12 20 10 12 20 10 12 20 21
は み
31 33 31 30 22 22 30 30 30 30 30 30 10 20 20 10 10 20 20 20 20
や
22
し が ー ー ー あ お ー さ ー り ー ー ー が









し ゆ ら あ お さ り が し ー ゆ ら
20 22 31 30 30 30 30 30 30 31 31 31 31 33 31 30 22 30 30 30 30 30 30
⌒みャ
⌒てィ ⌒じャ ⌒しョき ば ー ー ひ き ー ー
30 30 10 20 20 20 20 20 20 20 31 31 30 22 31 33 34 34
リ ー ヨ ハ リ ー あ お ち ま た あ
33 22 22 30 31 33 31 31 30 22 20 10 12 20 10 12 20 20 20
ち よ ー ー ぶ ら ー
31 31 31 34 30 22 30 30 30 30 30 30 22 30 31 31 31 31 30 22 20 1231
－54－




10 12 20 10 12 20 10 12 20 22 31 34 31 30 22 22 30 30 30 30 22 30
ー ゆ ぬ ふ く ら ー や ー ー ー ー む ぬ






に ー た ー ー ー ー ら ら む
31 33 31 31 30 22 20 20 22 3020 20 31 30 30 30 30 30
ぬ に た ら ら ー ちむ い ー むー








ひュうー ⌒とゥぬ ー ぐ ー ー し ー ヨ ハ リ






ら ち ー ま ー た あ ー ら ち た ー
31 31 30 22 20 20 12 20 20 20 20 10 10 20 22 22 31 31 33
ー ー り
30 22 30 30 30 30 30 30 30 22 30 31 31 31 30 22 20 12
20 10 12 20 10 12 20 10 12 20 22 31 33 31 30 22 22 30
－56－
南 九 州 地 域 科 学 研 究 所　所 報　第25号（2009）
８．インタブレ
①　はじュみてィどゥ　やしが　　　（初めてですけれども）
　あおさりがしゆら　　　　　　　　（合わすことができるかどうか）
　あおさりがしゆら　　　　　　　　（合わすことができるかどうか）
　きばてィ　ひきじャしョり　　　　（頑張って<三味線を>弾き出して下さい）
　ヨハリ　　　　　　　　　　　　　（ヨハリ）
　あをちまた　あをちみャぶら　　　（合わせて　また合わせてみましょう）
②　きゆぬふくらしャや　　　　　　（今日の目出度い＜誇らしい＞ことは）
　むぬにたてィららむ　　　　　　　（何物にもたとえようが無い）
　むぬにたてィららむ　　　　　　　（何物にもたとえようが無い）
　いちむひュうぬぐとゥし　　　　　（いつも今日のように）
　ヨハリ　　　　　　　　　　　　　（ヨハリ）
　あらちたぼり　　　　　　　　　　（有りますように）
Ⅳ　総　　括
譜例１．
譜例２．
⌒ ⌒ ⌒
⌒ ⌒ ⌒
⌒
⌒
⌒
⌒
⌒ ⌒
え　ら　ぶ
琉
呂
　今回採譜した後蘭地区、朝戸貞造氏演奏・演唱の８曲について、音階構成を考察する。
　前項で各曲の冒頭に音階構成を付記してきたが、８曲のうち７曲は、ドミソ音型と琉球
のテトラコードがコンジャンクトした音型で構成されており、１曲は、呂旋法で構成され
ている。従って次の２つに分類することができる。
イ、「チュッキャリ節」「トウセマル」「ウミヨカナ」「子守歌」「ツクタヌメ」「イニシリ
節」「インタブレ」：　譜例　１．
　ロ、「アサトヤユンタ」：　譜例　２．
　「ウミヨカナ」は、今回の調査で初めて収録できた曲である。尚、朝戸氏の三味線は、
即興性豊かで、「歌遊び」が盛んであった時代の技法を感じさせる。特に、歌い手の歌を
誘う目的で、歌の出だしの音を何回か弾いて待つ奏法（歌の出だしの音の先取り）が見ら
れた。具体的には、「ウミヨカナ：２番の出だしの前２小節の音」「アサトヤユンタ：１番
の出だしの１拍前の音」等である。今回の調査の大きな収穫であった。
－57－
沖永良部民謡について　―第11報　後蘭地区（和泊町）における調査―
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